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「従業員持株会連動型 ESOP 導入とそれに伴う第三者割当による新株発行のお知らせ」の

一部変更に関するお知らせ 

 

 
平成 24 年 7 月 13 日に開示しました「従業員持株会連動型 ESOP 導入とそれに伴う第三者割当による新

株発行のお知らせ」の一部変更のお知らせに記載の融資についての一般法人から金融機関に切り替える計

画について、具体的な金融機関が決まりましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
Ⅰ.金融機関の決定について 

 

平成 24 年 6 月 27 日付け「従業員持株会連動型 ESOP 導入とそれに伴う第三者割当による新株発行のお

知らせ」の開示では金融機関（巣鴨信用金庫）から一般社団法人ダイヤ通商従業員持株会支援会（以下「SPV」

という）への融資を計画しておりましたが平成 24年 7 月 12 日付け「新株発行差止仮処分命令申立却下決

定への当社株主による抗告に対する、東京高等裁判所の棄却決定に関するお知らせ」にてお知らせした新

株発行差止仮処分命令申立ての裁判手続の影響で事務的なスケジュールが厳しくなり当該金融機関から

の融資実行が難しくなったため、SPV は一時的に一般の法人から借入れをうけることとし、平成 24 年 7 月

12日付けで１ヶ月間の金銭消費貸借契約を結びました。ESOPについては従業員の福利厚生目的である為、

当初の予定通り行うことが必要と判断しております。当該借入れについては、1 ヶ月後を目処に金融機関

からの融資に切り替える計画となっていたところ、本日、具体的な金融機関が朝日信用金庫に決まりまし

たのでお知らせいたします。 

 

Ⅱ.変更箇所 

平成 24 年 6月 27 日開示資料２頁【スキームの概要】         （下線は変更箇所を示します。） 

変更前（平成 24 年 7月 13 日開示資料） 変更後 

②SPV は、金融機関（但し、一旦一般の法人から融

資を受け、1 箇月後に金融機関への融資の切替えを実

施することによります。）から金銭の借入れを受け、

当該借入れについて、当社が連帯して保証します。

②SPV は、金融機関（朝日信用金庫）から金銭の借

入れを受け、当該借入れについて、当社が連帯し 
て保証します。 

⑥SPV は、⑤の株式譲渡の代金を原資に、毎月、金

融機関に対して借入金の返済を行います。 

 

⑥SPV は、⑤の株式譲渡の代金を原資に、毎月、金

融機関（朝日信用金庫）に対して借入金の返済を 

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成 24 年 6月 27 日開示資料２頁スキーム図 

金融機関が朝日信用金庫に変更されています。 

 
調達する資金の具体的使途については、6月 27 日開示の内容と変更はございません。

 

平成 24 年 6月 27 日開示資料４頁  

（４）割当先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 
（平成 24年 7 月 13 日開示資料） 

〔変更前〕 

本増資により新株式発行の払込みに要する資金につきましては、平成 24 年 7 月 12 日付けの SPV の金銭

消費貸借契約書に基づいて確認を行い、本日 SPV からの実際の払込みで確認をしました。 

〔変更後〕 

本増資により新株式発行の払込みにつきましては、平成 24 年 7月 13 日に完了しております。なお、本

日、割当先である SPV より直近（平成 24 年 8 月 13 日）の朝日信用金庫との金銭消費貸借契約書を入手し、

金融機関からの融資を受けていることも確認しております。 
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